
R2瑞浪市地域総合支援協議会（全体会）

瑞浪市地域総合支援協議会の開催状況報告

【取り組み方針】
◎

◎

◎

◎

　　　（経緯）
　　　平成25年度 瑞浪市地域総合支援協議会設置要綱制定
　　　平成26～27年度 全体会・相談支援部会等の開催
　　　平成28年度 相談支援部会にて協議会のあり方を再検討、協議会設置要綱全部改正
　　　平成29年度 今後の全体会・専門部会のあり方・位置づけ等について全体会にて合意
　　　平成30年度 療育関係者連絡会に子ども部会の機能を追加、就労部会の新設
　　　平成31（令和元）年度 療育関係者連絡会を包含し子ども部会に名称変更
　　　令和2年度 子ども部会の位置づけについて再検討

【平成31（令和元）年度】
今年度の目標 活動内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

×
3/18
中止

○ ○ ○ ○ ○ ×
5/23 7/25 9/26 11/21 1/23 3/5

中止

○ ○ ○
8/28 10/9 1/15

○ ○ ○ ○ ○ ○
5/16 7/17 9/19 11/14 1/30 3/26

3月の会議は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。

【令和2年度】
今年度の目標 今年度の活動内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○
書面
会議

○
8/28
コア
会議

× × ○ ○ ○
4/22
中止

7/22
中止

10/28
対面
会議

1/27
中止

書面
会議

× ○ ○ ○ ○ ○
5/14
中止

7/9
対面
会議

9/24
ｵﾝﾗｲﾝ
会議

11/12
ｵﾝﾗｲﾝ
会議

1/14
ｵﾝﾗｲﾝ
会議

3/11
ｵﾝﾗｲﾝ
会議

4～7月の会議の一部は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。

全体会
地域課題の解決に向けた
具体的な協議を行うこと
ができる会にする

・年1回開催
・各部会の活動報告を確認する
・各部会の活動報告を受けて地域
課題の解決に向けての検討を行う

会議名称

全体会
地域課題の解決に向けた
具体的な協議を行うこと
ができる会にする

・年1回開催
・各部会の活動報告を確認する
・各部会の活動報告を受けて地域
課題の解決に向けての検討を行う

専
　
門
　
部
　
会

子ども部会

・包括的相談窓口の設置
に向け相談の流れを整理
し、市へ具体的提案を行
う
・参加者を拡大する

・隔月奇数月開催（年6回）
・子ども分野にかかる市内の各社会
資源の役割について理解を深める
・医療的ケア児の支援体制の構築
に向けた協議を行う

就労部会

・隔月奇数月開催（年6回）
・全体会・部会の企画・運営を行う
・地域資源に関することや他市の取
り組み状況等について情報交換・情
報共有を図る

全体会と専門部会の定着化を目指します。定期的・継続的な開催を重ねる中で、参加者が顔の見える関係を築き、活発な
提案や議論が展開できる雰囲気となるよう取り組みます。

参加者が各所属団体の垣根を越え、「皆で協働して地域の支援力を高めること」を意識して参加できるよう取り組みます。

人事異動で担当者が代わっても持続可能な仕組みを整え、参加者間の継続的な連携・協働体制を目指します。

専門部会では、全体会に具体的な議題を挙げることができるよう意識して取り組みます。

会議名称

事業所の垣根を越えて
「瑞浪の就労支援」を考え
られる土台を作る

資料3

専
　
門
　
部
　
会

子ども部会

・市の組織改正に伴い子
ども部会の位置づけを見
直す
・地域課題を整理する

・目的・回数・参加者を再検討する
・医療的ケア児の支援体制の構築
に向けた協議を行う

就労部会

・事業所の垣根を越えて
「瑞浪の就労支援」を考え
られる土台を作る
・企業等とのつながりを作
る

・年4回開催
（4・7・10・1月第4水曜日）
・サービス管理責任者のネットワー
クを形成する
・地元企業（商工会議所）との交流
の機会を作る

相談支援部
会
兼

運営事務局
会議

・協議会を「皆が地域づく
りに参画できるプラット
フォーム」にするための土
台を作る
・参加者が専門部会の意
義や必要性についての認
識を深める

・隔月奇数月開催（年6回）
・全体会・部会の企画・運営を行う
・地域資源に関することや他市の取
り組み状況等について情報交換・情
報共有を図る

・年3～4回開催
・サービス管理責任者のネットワー
クを形成する
・ニーズを確認し、活動内容を検討
する

相談支援部
会
兼

運営事務局
会議

協議会を「皆が地域づくり
に参画できるプラット
フォーム」にするための土
台を作る

位置づけの検討


